
本会は、2012年５月に結成され、同年９月12日にＮＰＯ法人の認証
を受けました。
活動の視点を、笠岡の元気を創る“まちおこし”とし、特に、①島、
②農村、③商店街、④干拓の活性化支援を行い、同時に社会的弱者
の方々の“さいごの砦”“駆け込み寺”として、会員のみなさん方
と力を合わせて、生活相談を強めていきたいと思います。

５月１８日（金）の元気会理事会は、2022年の活動報告をまとめ、2023年の活動計画を決定。今年の総会は、

書面表決を加え６月１６日（金）に行う事などを決めました。

生活相談は、年間392件。性質別

では福祉関係が最多で73件。

路上生活、コロナ対応、刑期後の

出所者等への緊急保護は22件。短

期生活資金貸付は14件。こう

した中で、厚生労働省が定めた

「孤独・孤立対策官民連携プラッ

トフォーム」に指定されました。

高齢者対策のマイクロバスの自主

デイ集え～る・ひまわりには、53

週585人の参加。

こども食堂は毎月第三土曜日夕方

279人の参加で一回平均30人余り

の活用となり、

定着しています。

◆

◆

◆

◆

開設して丸三年。

開設時の利用者は８名でしたが、

現在登録者29名。

送迎、食事、日常生活支援等、重

度の障がいを持つ方々へのさまざ

まな介護力の工夫を行い、家族の

みなさんから

の要請に応え

ています。

５階建てとい

う建物の維持

費が多い中でも、支援費収入を

4000万円台に伸ばし、なんとか毎

月の収支をイーブンにまで近づけ

ています。

◆

◆

◆

里庄町里見の本

部と駅前小松分

室で定員40人です

が、登録者

は約60人。支援費

歳入は前年比300万

増の6500万となり、元気会本部

及び三洋・すみよしキッズへの

財政を支援し、活動を支える屋

台骨となっています。

元気会全体

のスタッフ

は39名。そ

の内、高齢

者11人。障がい者３人。男女比

は男性21人女性18人。「さと

み」のスタッフは13人。その内、

高齢・障がい者で７人を占め頑

張ってます。

◆

◆

非収益及び収益事業全てを合計

した収入は、１億6900万円です。

４年前から7000万⇒１億2800万

⇒１億5000万と来ていますから

スタッフの頑張りでしょう。

総支出は１億6400万で534万余円

がプラス（帳簿上はこうですが、

いつも手元にはお金はありませ

ん（笑））。人件費は支援費比

65.3％総支出比48％で、安い給

与で頑張ってます。

◆

◆

22年は市制70周年記念年であり、

地域活性化70周年事業として、

「道の駅11周年」「星を観る会」

◆

「70歳代70周リレー」「70年を振り返

る歌合戦」「笠岡諸島ツアー」など、

多くの活気イベントがありました。ま

た、干拓の活力のため、スターハウス

を「干拓喰」として再開させています。

設立して４年目を迎え、その療

育力が認知され、利用者が増え

ています。さらに、22年４月か

ら放課後デイ

を実施した

ことにより、

利用数の安

定化につな

がってます。

他施設同様

利用者の方

々を送迎す

るというサ

ービスが喜

ばれており、

支援費収入も1800万円と大きな

伸びを見せています。

◆

◆

2023年の予算は前

年と同様の、歳入

歳出とも１億5000

万円としています。



干拓地内にある唯一の食堂として、干

拓の活性化につながればと、３月にリ

ニューアルオープンした「スターハウ

ス」こと「干拓喰」は、次第に再開し

たことも知られ始め、リピーターの方

々も増えています。

５月の連休には総合公園イベントも手

伝い、多くの人出で賑わいました。ぜ

ひ一度、お越し下さい。

浅口在住、笠岡

出身のソフトバ

ンクの藤井皓哉

選手の後援会が

先月発足し、早

速160名以上の応援するみなさんが

続々加入。事務局の元気会は、会員

証・のぼり・タオルなど制作中です。

すでに４勝です。益々応援を！

５月21日。岡山の浦安体育館で開催

された障がい者スポーツ大会。

さとみチーム大健闘です。
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